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＜連絡事項＞
・12/25(月)に行われる忘年会ですが、プラザホテルからパークホテルに場所が変更となります。18：30からの予定です。各自時間と場所の確認をして参加する方は、遅れないようにしましょう。

・精神医学辞典　１冊　6500円

購入希望される方は、22日まで受け付けているので中村Ｎｓへ伝えて下さい。

・1/29(月)、30(火)第5回法人研修　「喫煙について」を行います。

場所　4階　メモリアルホール

時間　17：30～

勤務がわかり次第、パソコンの出席表へ忘れず入力してください。

・12/25～27日の3日間で秋に行った健康診断の結果を配布します。配布する時間は11：45～12：15の間です。時間を確認し2階庶務室に各自で受け取りにいって下さい。

・12/6、27日の2日間に皮膚科を行います。薬がきれる患者様がいないか事前に確認しておくようにしましょう。

・正月外出泊の書式がパソコンに入っているので正月の外出泊状況を確認しながら、受け持ち患者様の御家族に電話し外出泊を促して行きましょう。

＜臨床検査センターから年末年始業務について＞

12月30日(土)は午前中の受け付け

12月31日(日)～1月3日(水)までお休み

1月4日(木)からは平常の業務となります。

又、下記の検査は特殊検査及び保存不適検体のため、年内最終受付は次の通りとなります。

1、　細菌検査　　　12月27日(水)まで

2、　外注検査　　　12月28日(木)午前中まで

・ノロウィルスが流行ってきている為、検査を希望される方は、依頼書(ＢＭＬ)の連絡事項欄に検査項目を書き検体と一緒に提出して下さい｡

ノロウィルス抗原　ＥＩＡ法　糞便1,0ｇ　採便容器　2～3日　1750円

嘔吐や下痢の訴えある患者様がいたら、確認し主治医に情報提供して下さい｡又、患者様の嘔吐や下痢が無いか注意して観察していきましょう。

＜小坂先生の診察介助について＞

　診察時の必要物品を話し合っています。不足している物は年明けに発注予定です。

· 局所麻酔をする場合はキシロカインを微温湯で温めておく。

· 新聞の円座は常に用意する。

· 東Bユニットスタッッオフィスにある処置カートを用意しておく。

＜患者様連絡事項＞

・西川　和恵様～本日、トイレに間に合わず便失禁している事ありました。自ら訴えてくる方ではないので、スタッフは早く気付いて対応するようにして下さい。水分摂取の観察していきましょう。

・宮本　建蔵様～12/31(日)～1/2(火)まで正月外泊予定となっています。弟様には電話して伝え、本人にも伝えています。

・蛯名　英一様～12/23(土)10：00～24日(日)10：00まで外泊予定となっています。お酒の無い生活をしてみてどうだったかなど帰院時に確認しましょう。

・本多　富美様～現在体重コントロールの為、食事形態が20単位ですが本人より18単位にしたいとの希望があり、主治医に情報提供しています。

・田中　静子様～12/23(土)15：00まで外泊となっています。退院は焦らないことにしたと話され表情良く外泊へ行かれています。本人より、25日か26日に主治医と退院後の生活の仕方などについて話をしたいとの希望あり主治医確認し26日に行うとのことです。時間の確認はまだなので確認お願いします。

＜作業報告・検討＞

・佐々木　修様～導入当初は吐き気、手指発汗、夜間眠れない等の訴えありましたが、現在は真面目で積極的に取り組まれています。字が汚いからと話し字の練習を自分なりに計画を立てながら一生懸命集中し行っています。他者との交流は適度にみられています。適度な疲労感を得て夜間安定した睡眠を取れるように促しています。

・佐々木　浩志様～拒否無く意欲的に取り組まれています。革細工で指輪やタバコケースなどを作っています。やや他者にかまってほしい様子で、スタッフに話し掛けている事が多く見られていますが手休めはなく他者との交流は穏やかです。気分転換と遂行能力の維持をしていきましょうと伝えています。

・古川　文博様～参加促すも拒否することありますが、作業では革細工希望し財布を作っています。自分で計画を立てて行っています。前回革細工で失敗した事があり、今回はその時のことを生かして取り組まれています。表情の硬さ継続して見られている為、気分転換に参加して欲しい事伝えています。

・市川　真紀子様～作業室に来てもすぐ「帰りたい」と話す事あり、理由について聞くと妄想めいた話をしスタッフが作業を促しても帰りたいという気持ちが強い様子みられています。何もせずふらふらと歩き回ることもあり集中して取り組んでいる患者様の妨げとまらないようにする為、本人の調子がよくない際には、無理に参加させずに様子観察していくようにしましょう。

＜皮膚科診察状況＞

・佐々木　みね様～帯状疱疹のかゆみがある為、タベジール(抗ヒスタミン剤)　2Ｔ　2×1/7Ｔ　処方となっています。引き続き皮膚状態の観察をしていきましょう。

・出河　攻様～鼻閉、鼻汁続いている為、12/22からタベジール(抗ヒスタミン剤)　2Ｔ　2×1(朝・夕)5日分処方となっています。暖房をつけていて乾燥している為、こまめにうがい等の促しをしましょう。

・蛯名　勝幸様～背部、腰の痛み訴えありナパゲルン(鎮痛消炎剤)軟膏処方となっています。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・大橋　照子様～服薬に来るのが遅くスタッフ声掛けにて服用しています。今後も遅い場合は促し、服薬を忘れずにチェックしましょう。

・次週の火曜日分の薬を渡す時間が決まっていない為、水曜日の朝食後薬服用後に、次週(火)分を渡しセットして頂くようにしましょう。セット後は必ずチェックするようにしましょう。

＜Dr川端担当患者様ケースカンファレンス＞

・晴山　長司様～現在体重68kg。腹部膨満見られず、嗜好品要求のしつこさも減って来ています。スタッフ声掛けにてプログラム等、参加されており座って見学したり読書をしています。本日の診察で顔の汚れがひどく目立つ為、入浴は一週間に1回は必ず行なう様にして下さい。

・山田　隆雄様～お兄様が亡くなったことについて問うと「うそかもしれません。」と話し取り乱した様子見られています。まだお兄様が亡くなった事を受容できず動揺しているようなので約1ヶ月は服薬など充分に注意して下さい。体重も減少しており現在47㎏です。食事摂取量の確認も行っていきましょう。

・種本　福松様～体調については不調の訴えなく、SSTには自ら見学をされています。主治医より作業療法、プログラムとSST導入の指示がありました。参加状況の観察をしていきましょう。作業スタッフへ情報提供しています。来週月曜に主治医より指示もらい、見学後火曜から導入となります。

· 山田　典子様～γGPTの数値はまだ良く無いですが、他の病院へ急いで診察してもらうほど悪い状態ではないです。徐々に良くなってきているので、今後も嗜好品の摂取状況の観察行っていきましょう。

古川　文博様退院に関する面談結果

　奥様、本人交えて主治医面しています。治療意志について確認されると表情冴えず落ち込んだ様子あり、「もういい。帰って死ぬ。」と投げやりとなり希死的発言あります。

奥様は治療継続を希望しています。主治医から現在の状態で退院しても生活困難と思われる事、気分を安定させる為にも来週まで入院継続でどうか勧められ了解しています。

　退院日時は２９日13時の予定です。

